
1 入力共通項目
an 398 M

2 利用者コード RCD an 5 M 利用者コード 入力者の利用者コードを入力
3 輸出入許可通知情報等

の二重出力要否
YNY an 1 M

（１）輸出入許可通知情報等の二重出力要否に応じて以下を
入力
０：希望しない
１：希望する

4 入力形態に関する項目
(パッケージソフト／
ゲートウェイ）

NSP an 1 C

（１）入力形態に応じて以下を入力
０：希望しない（初期値）
１：希望する
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」の場合、入力形態に関する項目(パッケージソフト／
ゲートウェイ）または入力形態に関する項目（ＳＭＴＰ双方
向／ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」となっていること

5 入力形態に関する項目
（ＳＭＴＰ双方向／ｎ
ｅｔＡＰＩ）

NSM an 1 C

（１）入力形態に応じて以下を入力
０：希望しない（初期値）
１：希望する
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」の場合、入力形態に関する項目(パッケージソフト／
ゲートウェイ）または入力形態に関する項目（ＳＭＴＰ双方
向／ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」となっているこ
と。

6 出力先に関する項目(
ＳＭＴＰ双方向／ｎｅ
ｔＡＰＩ)

SKK an 1 C

（１）出力先に応じて以下を入力
１：ＳＭＴＰ双方向／ｎｅｔＡＰＩ
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が1（希望す
る）の場合、出力先に関する項目(
ＳＭＴＰ双方向／ｎｅｔＡＰＩ)または出力先に関する項目
(ＳＭＴＰ／ＰＯＰ３)のいずれかかが「１（希望する）」と
なっていること

7 ＱＳＴ論理端末名(輸
出・航空)

SEA an 6 C

（１）輸出・航空の出力情報で送信先識別にＱＳＴ型の指定
をする場合は出力先論理端末名を入力
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸出・航空)が入力されて
いる場合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向／
ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」の場合、入力可能

8 ＱＥＸ出力先利用者
コード(輸出・航空)

TEA an 5 C 利用者コード

（１）輸出・航空の出力情報で送信先識別にＱＥＸ型の指定
をする場合は出力先利用者コードを入力
（２）ＱＳＴ論理端末名(輸出・航空)が入力されている場
合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向／
ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」の場合、入力可能

9 ＱＥＸ出力先システム
形態(輸出・航空)

QEA an 1 M

（１）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸出・航空)の出力先シス
テム形態に応じて以下を入力
１：ｎｅｔＡＰＩ
３：ＳＭＴＰ双方向
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸出・航空)が未入力の場
合は、入力不可

10 ＱＳＴ論理端末名(輸
入・航空)

SIA an 6 C

（１）輸入・航空の出力情報で送信先識別にＱＳＴ型の指定
をする場合は出力先論理端末名を入力
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸入・航空)が入力されて
いる場合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向／
ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」の場合、入力可能

11 ＱＥＸ出力先利用者
コード(輸入・航空)

TIA an 5 C 利用者コード

（１）輸入・航空の出力情報で送信先識別にＱＥＸ型の指定
をする場合は出力先利用者コードを入力
（２）ＱＳＴ論理端末名(輸入・航空)が入力されている場
合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、「出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向
／ｎｅｔＡＰＩ）」が「１（希望する）」の場合、入力可能

12 ＱＥＸ出力先システム
形態(輸入・航空)

QIA an 1 M

（１）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸入・航空)の出力先シス
テム形態に応じて以下を入力
１：ｎｅｔＡＰＩ
３：ＳＭＴＰ双方向
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸入・航空)が未入力の場
合は、入力不可

13 ＱＳＴ論理端末名(輸
出・海上)

SES an 6 C

（１）輸出・海上の出力情報で送信先識別にＱＳＴ型の指定
をする場合は出力先論理端末名を入力
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸出・海上)が入力されて
いる場合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向／
ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」の場合、入力可能

14 ＱＥＸ出力先利用者
コード(輸出・海上)

TES an 5 C 利用者コード

（１）輸出・海上の出力情報で送信先識別にＱＥＸ型の指定
をする場合は出力先利用者コードを入力
（２）ＱＳＴ論理端末名(輸出・海上)が入力されている場
合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向／
ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」の場合、入力可能
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15 ＱＥＸ出力先システム
形態(輸出・海上)

QES an 1 M

（１）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸出・海上)の出力先シス
テム形態に応じて以下を入力
１：ｎｅｔＡＰＩ
３：ＳＭＴＰ双方向
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸出・海上)が未入力の場
合は、入力不可

16 ＱＳＴ論理端末名(輸
入・海上)

SIS an 6 C

（１）輸入・海上の出力情報で送信先識別にＱＳＴ型の指定
をする場合は出力先論理端末名を入力
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸入・海上)が入力されて
いる場合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向／
ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」の場合、入力可能

17 ＱＥＸ出力先利用者
コード(輸入・海上)

TIS an 5 C 利用者コード

（１）輸入・海上の出力情報で送信先識別にＱＥＸ型の指定
をする場合は出力先利用者コードを入力
（２）ＱＳＴ論理端末名(輸入・海上)が入力されている場
合、本項目は入力不可
（３）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ双方向／
ｎｅｔＡＰＩ）が「１（希望する）」の場合、入力可能

18 ＱＥＸ出力先システム
形態(輸入・海上)

QIS an 1 M

（１）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸入・海上)の出力先シス
テム形態に応じて以下を入力
１：ｎｅｔＡＰＩ
３：ＳＭＴＰ双方向
（２）ＱＥＸ出力先利用者コード(輸入・海上)が未入力の場
合は、入力不可

19 出力先に関する項目
(ＳＭＴＰ／ＰＯＰ３)

SKM an 1 C

（１）出力先に応じて以下を入力
１：ＳＭＴＰ／ＰＯＰ３
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」の場合、出力先に関する項目(
ＳＭＴＰ双方向／ｎｅｔＡＰＩ)または出力先に関する項目
(ＳＭＴＰ／ＰＯＰ３)のいずれかかが「１（希望する）」と
なっていること

20 メールボックスＩＤ
（輸出・航空）

MIA an 8 M

（１）輸入・航空の出力情報でメール型での出力を指定する
場合は出力先メールボックスＩＤを入力
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ／ＰＯＰ
３)が「１（希望する）」である場合、入力可能

21 メールボックスＩＤ
（輸入・航空）

MEA an 8 M

（１）輸入・航空の出力情報でメール型での出力を指定する
場合は出力先メールボックスＩＤを入力
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ／ＰＯＰ
３)が「１（希望する）」である場合、入力可能

22 メールボックスＩＤ
（輸出・海上）

MIS an 8 M

（１）輸入・航空の出力情報でメール型での出力を指定する
場合は出力先メールボックスＩＤを入力
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ／ＰＯＰ
３)が「１（希望する）」である場合、入力可能

23 メールボックスＩＤ
（輸入・海上）

MES an 8 M

（１）輸入・航空の出力情報でメール型での出力を指定する
場合は出力先メールボックスＩＤを入力
（２）輸出入許可通知情報等の二重出力要否が「１（希望す
る）」であるかつ、出力先に関する項目（ＳＭＴＰ／ＰＯＰ
３)が「１（希望する）」である場合、入力可能
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